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IBRD (1945)

政府

IFC (1956)

民間セクター

世界銀行グループ

世界銀行グループはIBRD, IFCの他、国際開発協会 (IDA)、
多数国間投資保証機関 (MIGA)、国際投資紛争解決センター
(ICSID)により構成

ＩＦＣとは

ＩＦＣの使命
開発途上国の民間セクターの
持続可能な投資を促進して、
貧困を削減し、人々の生活水
準の向上を図る

提供するサービス
1. 投融資業務
（融資、出資、保証など）
2. アドバイザリー業務



日本は第2位の出資国 United States
24%

Japan   6%

Germany 5%

United Kingdom 5%

France 5%170 other 
countries  
43%

179カ国の加盟国

(2007年6月30日現在)

Canada 3%

Russia 3%
India 3%

Italy 3%

国際機関：出資の構成



ＩＦＣの組織

Johannesburg, 
South Africa

Cairo, Egypt

Moscow, Russia 
Federation

Istanbul, 
Turkey

New Delhi, 
India Hong Kong, 

China

Rio de Janiero, 
Brazil

総職員数3000以上。ワシントンDCを本部とし、世界7つの
中心拠点（HUB)で投融資業務を行う

スタッフの国籍は130カ国。うち日本人は約45名



ＩＦＣの職員

投融資業務
• 産業局（農業、保険衛生・教育、金融、石油・ガス・化学、イ

ンフラ、一般製造業、情報・通信・技術）投融資担当官

• 地域局（エコノミスト、ストラテジスト）

• 財務局（資金調達、キャッシュ運用、シンジケーション）

• 環境・社会局 （スペシャリスト）

アドバイザリー業務
• プロジェクト・マネージメント

その他
• コーポレート弁護士、ITスペシャリストなど



私の略歴

広島県呉市出身
広島修道高校2年中途で、経団連の奨学金制度でUnited World 
College （UWC)アメリカ校に編入
1985年UWC卒業

大学
• 1988年 ロンドン・スクール・オブ・エコノミックス経済学

士修得
• 1990年 オックスフォード大学経済修士修得

就職
• 1990年-1998年 東京の外資系証券会社で勤務
• 1998年9月 ヤング・プロフェッショナル・プログラム

（YPP)で 世界銀行に入行。世銀本部財務局
でYPPの

第1アサインメント開始
• 1999年8月 YPPの第２アサインメントとしてIFCサハラ

以南 アフリカ局に移動



キャリア・プラン例： AnalystとしてIFCに入社

キャリアステップ１
学士取得後金融、コンサルティングおよび /
あるいは関連業で２－３年の実務経験を積む

キャリアステップ2
• IFCにAnalystとして入社し、3年間モデリング/

金融分析、調査等を担当

キャリアステップ3
大学院で経営修士（MBA)を取得

キャリアステップ4
• IFCにGTT（Global Transaction Team) として再入社ある

いは、投資銀行、コンサルティング会社に入社（企業は
IFCでの実務経験を高く評価）



キャリア・プラン例： Global Transaction Team 
(GTT)

キャリアステップ１
学士取得後金融、コンサルティングおよび / あるいは関連業で
３－４年の実務経験を積む

キャリアステップ２
大学院（経営修士（MBA)等）に入学

キャリアステップ３
大学院1年目終了後、IFCにSummer Intern として2ヶ月間勤務

キャリアステップ４
GTT（Global Transaction Team) として採用される



キャリア・プラン例： Mid-Career

キャリアステップ１
学士取得後金融、総合商社、多国籍企業等で勤務

キャリアステップ２
会社から大学院（経営修士（MBA)等）に派遣あるいは自費留学

キャリアステップ３
４０代までに途上国での実務経験、専門知識を習得

キャリアステップ４
IFCに専門職として採用される



考慮するべき点

国際機関に入るためのキャリアプランは長期的思考で

途上国での経験が豊富であれば有利

投融資業務においては金融分析力を重視

ミッドキャリアにおいては高い専門性（環境・社会、
IT等）を重視

プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力が
不可欠

ネットワーキングでチャンスを創出



国際機関で働く利点

「開発」に携われる

機関内での移動・豊富なキャリア展開の機会

長期キャリア

競争力のあるベネフィット・パッケージ

フレキシブルな職場環境

（充実した研修制度、育児休暇、ホーム・リーブ、ネ
ット・ワーキング等）

仕事上の「競争」よりも「開拓」



Investment Analyst （アナリスト）

Global Transaction Team （オープンエ
ンド）

Summer Internships （夏期インターン）

オンライン応募： ifc.org/careers

エントリー・レべル採用方法


